
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日にち 健診名 学年 調べる内容 

1０ 

(水) 

 

午前 

歯
科
検
診 

全
学
年 

＊歯肉炎はないか       ＊歯垢は付いていないか 

＊あごの関節に異常はないか  ＊歯並びやかみ合わせに異常はないか  

＊むし歯はないか  

「C」＝むし歯、「斜線」＝健康な歯、 

「処置」や「〇」＝治療済み 

お医者さんの話に耳を傾けて 

聞いてみましょう。 

1０ 

(水) 

 

午後 

内
科
検
診 

３
年
生 

＊心臓や肺が正常に動いているか 

＊皮膚の様子 

＊貧血ではないか 

＊背骨が曲がっていないか 

（自宅でチェックがあった人は 

特に丁寧にみます） 

＊手足を動かす時に痛みはないか 

（自宅でチェックがあった人は 

特に丁寧にみます） 

１１ 

(木) 

眼
科
検
診 

全
学
年 

＊目やまぶた等に病気がないか 

＊目の動きに問題がないか 

稲井中ほけんだより 

NO.４ 
令和８年６月２日 

６月 4 日～１０日は「歯と口の健康週間」です。その目的に、【歯科疾患の予防に

関する適切な習慣の定着を図る】ことが挙げられています。 

「歯磨きをしなさい」と言われると、「また言われた」「面倒くさいな」という気

持ちになる人もいるのではないでしょうか。しかし、歯磨きをしないとむし歯や歯

肉炎になる可能性があります。むし歯は、自覚症状がないまま進行します。冷たい

ものがしみたり、硬いものを噛んだ時に痛みを感じたりした時には、歯の内部まで

むし歯になっているのです。 

歯と歯肉のすき間に歯垢が溜まることで起こる歯肉炎も、大変です。歯肉炎になると、歯肉が赤く腫れた

り、歯磨きや食事の時に歯肉から出血したりすることもあります。歯肉炎が悪化すると、歯を支えている骨

（歯槽
し そ う

骨
こつ

）が溶けて、歯が抜け落ちてしまう恐れがあるのです。軽い歯肉炎は、丁寧にブラッシングをする

ことで改善します。普段から歯肉の色（薄いピンク色が正常）や状態（ぷよぷよしたり、腫れたりしていな

いかなど）をチェックして、予防とケアに努めましょう。 

眠っている間は、唾液がほとんど出ません。唾液のおかげで口の中の細菌が少なくなり，においを防ぐこと

ができます。眠っている間は口の中の細菌が増えやすくなるため、夜寝る前の歯磨きは特に大切です。しっかり

と丁寧に磨いてから、就寝するように心掛けましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯ブラシを歯に 

直角に当てる 

約 200g の 

力で磨く 

歯ブラシを細かく動

かし、歯 2 本分を、

20 回ほど磨く。 

奥歯の外側 

前歯の裏側 
歯ブラシを立てるなどして、

磨き方を工夫をしましょう 

４５℃の角度で当

てて磨くと、汚れが

落ちやすいです 

歯ブラシだけでは汚れは落とせないので、歯間

ブラシやデンタルフロスも使いましょう。力を

入れすぎると、歯肉を痛めることがあるので、

力を加減しながら使うと良いです。 


